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一一一奥田邦雄氏 
Dr. Kunio OKUDA 
千葉大学教授(医学部第 l内科)一一一一
大正 10年 5月21日 石川県に生まる。
昭和 19年 9月 満州医大卒
昭和 20年 12月 国立千葉病院内科
昭和 23年 6月 千葉医大第一内科
昭和26年 9月 山口医大第一内科講師
昭和 28年 5月間助教授
昭和 28-31年 Johns Hopkins大学フェロ一
昭和 33-35年 同医学部生化学助教授
昭和 38年 5月 久留米大学第二内科教授
昭和 46年 4月 千葉大学第一内科教授
満大卒業後，国立千葉病院で三輪清三副院長(現千葉大学名誉教授)の指導の
もとに野兎病，カラーアザ-}レなどの感染症の研究をされ，ついで山口医大，水
田教授のもとで肝疾患を中心とした消化器疾患を学ばれた。その間， 2回プメリ
カの Johns Hopkins大学に留学され McCollum教授その他の指導をうけら
れ， ビタミン B12 の吸収の研究をされ，昭和 38年より久留米大学第 2内科教授
として B12 の研究のみならず，肝疾患を中心とした消化器疾患の研究を加えら
れ，臨床面，研究面ともに活気のある教室をつくられ，惜しまれて千葉大に転任
された。
研究分野は，1) ビタミン B12 の研究，特にその腸管吸収に関して内因子との
関連を始め，種々の吸収に関する諸因子の解析。 2)肝疾患の病態， 特に肝性胸
水の発生メカニズム，肝シンチグラム，色素排世機構，肝疾患のレ線的診断など。
数多い業積の中でも，特長のあることは外国雑誌に報告されている研究が非常
に多いことで，単行本としては，“医学英語の書き方"昭和 35年 医学書院，
“流行挫肝炎とその診療"昭和 42年金原出版社，“最新食餌療法"昭和 42年
医歯薬出版社，“肝臓癌"昭和 45年金原出版社，“消化と吸収"昭和 46年 中
央医学社，などがある。
教授の飾り気のない，しかも積極的な性格は稀にみる勤勉さと相まって人の心
をとらえないではおかないものがある。
日本の医学が臨床面，研究面をとわず，外国の模倣に近い面がある中で独創的
な研究が先生によりなされてきたことは，数多くの外国雑誌への発表からもうか
がえるが，これは先生の“自分で物を考える"という信条からくるものであろ
う。自分で物を考えるためには，その素地に基礎的な物の考え方ができなければ
ならない。先生は B12 の研究を通じて基礎学者としての研索を十分積まれたか
らであろう。
千葉大学の内科が現在まで日本の中央にありながら，比較的地方的色彩が強か
った中で，先生のご赴任によって先生の中央でのご活躍，ことに日本の学会を独
創的な研究の場とされることを願うと同時に，第 l内科が国際的視野で発展する
ことを期待したいものである。 (谷川久一)
〔千葉医会誌，47，420，1972J 
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